
 
アウトプットを心掛ける 
来週に迫った期末考査に向けて、１１月の全

校集会では、「アウトプットを心掛ける」とい

う話をしました。 

勉強の成果は「時間×量×質」で決まります。

時間は皆等しく１日２４時間です。つまり、限ら

れた時間の中で「量×質」の部分をいかに高める

かがカギになります。例えば、「教科書を読む」

と「問題集を解く」という２つの学習を比べたと

き、集中できるのはどちらでしょうか。多くの人

は「問題集を解く」ほうが集中できると答えると

思います。その理由は、「問題集を解く」という

行為がアウトプットであり、何をするのかが明確

で集中しやすいからと言われています。このよう

に、集中する方法がわかれば勉強の質が上がり効

率アップにもつながるのです。  

例えば、先生が説明をしているとき、ただ聞い

ているのではなく、覚えるべきポイントや要点を

ノートにまとめたり、面白いと思ったポイントを

書き加えたりする。これだけでも記憶の定着度を

上げることができます。このように、一見すると

生徒にとってはインプットしかないように見え

る学習でも、やり方によってはアウトプットにか

えることができます。  

その上で、学習効果の最も高いアウトプットは

「人に説明すること」だと言われています。なぜ

なら、人に説明することで自分の思考が整理され

るからです。実際にやってみると、自分ではわか

っているつもりでも、あいまいな説明しかできな

いことに気が付くことがあります。つまり、教え

ることは自分の理解度を図ることにもなるので

す。わかったつもりになっていたのか、本当にわ

かっているのかを自分自身で把握することが重

要です。自転車の操作を学んで覚えても（わかっ

たつもりになっても）実際に乗れる（できる）と

はかぎりません。頭でわかったつもりにならず、

体得するまでアウトプットとインプットを繰り

返し、「できる」状態で期末考査に臨めるよう、

ご家庭でも話題にしてみてください。  

連合学芸会 音楽の部  

12 日（火）大田区民ホールアプリコにて第 53

回 大田区立中学校 連合学芸会  音楽の部が開催

されました。今年度は２学年の選抜メンバーが学

校を代表して参加し、ぶどう祭の学年課題曲「輝

くために」を合唱しました。参加した生徒からは、

「他校のレベルの高さを感じた」「色々な演出が

あって面白かった」「大きなホールで緊張した」

等の感想が聞かれました。参加した生徒達には、

今回の経験

を次年度の

ぶどう祭な

どで生かし

ていってほ

しいと思い

ます。 

目指す生徒像 

≪自ら考え行動できる生徒≫ 

目指す学校像 

≪生徒が主体的に活動し、 

一人一人が活躍できる学校≫ 

教育目標 

健康で思いやりがあり、実行力のある生徒を育成する 

 

学 校 だ よ り  
令和 6 年度 第 7 号 （令和 6 年１１月１５日発行） 

大田区立南六郷中学校 

〒144-0045 

大田区南六郷 3-2-1 

Tel  3732-9351 

 

テニス部 大田区中学校テニス新人大会 女子団体 優勝 第４位 

                    男子団体 優勝 

男子バレーボール部 大田区中学校バレーボール新人大会 優勝 

第一ブロックバレーボール新人大会 優勝 

       （敬称略）  

 



 

１１月  

２０日（水）期末考査始 

２２日（金）開校記念日、期末考査終  

      新入生保護者説明会  

２４日（日）中学校英語スピーキングテスト(３) 

２５日（月）学年朝礼（２）、力試しテスト（２） 

２６日（火）一斉・拡大委員会  

１２月  

 ２日（月）全校朝礼 海外派遣報告会  

 ３日（火）教育相談始 

 ９日（月）学年朝礼（３） 

１０日（火）教育相談終 

１６日（月）学年朝礼（１）  

１８日（水）一斉・拡大委員会  

２３日（月）学年朝礼（２）  

２５日（水）終業式 生徒意見交換会  

１学年の様子 

２学年の様子 

 

３学年の様子 

 

 

1 年生は初めての合唱コンクールとあって、どのように練習をすれば  

良いのか考えるところからスタートしました。なかなか合わない音程、  

そろわない気持ち、時間を有意義に使えないなど、悩む場面が多々あ  

りました。しかし、このままではいけないと気がつき、ぶどう祭実行  

委員を中心に、指揮者、伴奏者、パートリーダーが全体を引っ張り、  

各クラスの歌が素晴らしいものになるよう考え、工夫することが少し  

ずつできるようになりました。どのクラスも練習を重ね、本番ではそ  

れぞれの思いや個性が感じられる歌声を響かせることができました。  

成長した子ども達の姿、歌声に感動された方も多かったのではないでしょうか。来年、再来年と、こ

の歌声がどのように変わっていくのか、今から楽しみです。        

合唱コンクールに向けて練習が本格的に始まった 10 月下旬から、  

練習時間だけでなく休み時間にも歌を口ずさんでいる生徒がいて、  

今年の合唱コンクールをとても楽しみにしていました。今年は鑑賞  

態度も良く、どのクラスも真剣に歌う姿がとても格好良く見えまし  

た。これまでの 3 年生が見せてくれたように、来年は最上級生とし  

て史上最高の合唱を創り上げていきましょう。また、今年もぶどう  

祭実行委員の働きぶりは立派で、それぞれの役割を工夫しながらや  

り遂げていました。  

委員会や部活動が 2 年生中心になり、自分たちから行動しようとする生徒も増えてきています。

目下の課題は、服装を整えることと、あいさつをしっかりすること。みんなが安心して過ごせる環

境を自分たちで作っていきましょう。               

１１月２日に行われたぶどう祭（合唱の部）では、３年生らしい  

立派な歌声を披露することができました。音楽の授業では、最初は  

思うように歌えないクラスも多く、「難しすぎる…」と頭を抱えてい  

る人もいましたが、あきらめずにパート練習を繰り返していました。  

音が取れるようになると、「先生、いつ合わせるんですか？」「今１  

番上手なクラスはどこですか」と目をキラキラとさせて明るい表情  

で声をかけてくれる人もたくさんいました。みんなが一生懸命に取り組んでいることを感じられて

嬉しかったです。さて、次は期末考査です。３年生にとっては、とても大切な３日間です。テスト

を受けるのは個人ですが、頑張るのは全員、団体戦です。悔いのない取り組みを期待しています。  

                                


